
農地法第 3条：農地の売買・貸借等による権利移動 

農地法第４・５条：農地を農地以外に転用、農地を買ったり、借りたりして転用 

 

 

  

甲州市農業委員会だより 

  １．はじめに 

甲州市農業委員会では、農地や農業委員会に関する情報を「甲州市農業

委員会だより」と題し、令和６年度より四半期に一度のペースで情報発信

していきます。なお、情報発信については、ペーパーレス化へ対応するた

めＷＥＢでの発信とします。 

 

 

甲州市農業委員会事務局 

第１号 

発行日：令和6年7月18日 

所在地：甲州市塩山上於曽1085-1 

    （本庁舎2階10番窓口） 

T E L：0553-32-5092 

  

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

２．新体制がスタートし早5か月が経過 

３．定例総会での出来事 

４．遊休農地のこと 

５．農振のこと 

６．農業委員会活動の動き 

７．その他 

  

２．新体制がスタートし早5か月が経過 

平成28年の農業委員会法の改正に伴い、農業委員の選出方法が「選

挙」から「公募」となり、議会の同意を得て市町村長が任命する仕組

みに変更となりました。また併せて、農業委員と共に活動を行う農地

利用最適化推進委員が新たに設置され、農業委員会が委嘱を行うこと

と法定化されました。（任期はいずれも3年） 

本市農業委員会（総数38名）においては、令和6年2月１日から新

体制がスタートし、半数以上の方が新たに任命・委嘱され、それぞれ

の地区で活動を行っています。 

また、本市農業委員会では、委員の担当地区を決めており、毎月の

定例総会において、担当委員が調査報告（※農地法第3・4・5条案件

のみ）を行います。各委員からの調査報告は総会の回数を重ねるごと

に「わかりやすさ」が表現されるようになっています。 



 

  ３．定例総会での出来事  

令和6年2月から新たな顔ぶれとなった甲州市農業委員会ですが、定

期総会における議案の審議等については、非常に活発な議論が繰り広

げられるようになっています。 
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４．遊休農地のこと  

4月～7月は1年の中で最も雑草が生い茂る時期です。併せてこの時期

には遊休農地に際する苦情相談が市に多数寄せられます。農業委員会の活

動は、①基礎活動・②最適化活動に大別されますが、②の最適化活動にお

ける目標項目には遊休農地の発生防止・解消が位置付けられています。農

業従事者の高齢化や労働力不足を背景に年々深刻化する遊休農地問題。農

業委員会の活動においてもウエイトは高く、その度合いも軽度・中度・重

度と一筋縄にはいきません。本市においては、委員と連携しながら、まず

は、土地所有者とコンタクトを取り、対話を通して是正を促すことに重点

を置いた対応を心掛けています。 

 

 ５．農振のこと  

農業に従事している方なら一度は聞いたことがある？「農振」とい

う表現。詳述すると農地は、 

 

 
 

に大別されます。 

農振除外申請で最も多いのが、市外でアパート暮らしをしている息

子家族が子供どもの成長に伴い、実家の隣接農地に住居を建築したい

というケースです。まず、当該農地が①である場合、農地を農地以外

の地目に変更する転用手続きの前段として農振除外申請の手続きを踏

む必要があります。 

市では、令和5年度に市における農振計画の総合見直しを行いまし

た。この為、同年は受付を休止し、令和6年度は令和4年度以前と同様

に6月17日から同月28日の間で受付を行い、合計で21件を受理しま

した。受け付けた除外申請の許可は令和7年2月を予定しています。 

 
①農用地区域内農地（農振農用地） 

②農用地区域外農地 

 



 

  ６．農業委員会活動の動き（令和６年7・8・9月） 

・定例総会（7月26日・8月30日・9月27日） 

於：市役所本庁舎第一会議室（７月・８月） 

               市民文化会館２階会議室（９月） 

・農地の利用状況調査（9月～11月15日）於：市内全域 

・各委員の最適化活動（随時） 

 

７．その他（農政に関する事） 

①市産果実の消費拡大に向けた鈴木市長のトップセールス 

令和6年7月4日、5日に大阪市場にて、旬を迎えている桃のトップセ

ールスを行いました。 

初日は、大果大阪青果株式会社と販売や農政についての意見交換をお

こないました。2日目は早朝より、大果せり台前にてトップセールスを

実施しました。 

2日間を通して、甲州市産桃の市場での価値を実際に体感することが

できました。 

②令和6年度の新規就農者情報 

→ こちらをクリック 
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https://www.city.koshu.yamanashi.jp/docs/2020072700040/file_contents/shinkishunou.pdf

